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俳
味
、
滋
味
、
軽
み
、
軽
妙
、
酒
脱
、
瓢
逸
、
調
詠
、
諮
語
、

達
観
、
達
意
、
熟
達
、

風
雅
、
典
雅
、
優
美
、
流
麗
、

枯
淡
、
透
徹
、
円
熟
、
で
は
な
い
も
の
を
私
た
ち
は
目
指
し
ま
す
。

肉
体
を
通
し
て
得
ら
れ
る
原
初
の
感
覚
を
私
た
ち
は
基
点
に
置
き
ま
す
。

私
た
ち
は
「
私
」
を
露
出
さ
せ
解
放
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。今

井

耳口
三E
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流
行
の
こ
と
な
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俳
句
退
化
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が
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ッ
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弾
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師
か
ら

友
岡
子
郷

中
岡
毅
雄

依
光
陽
子

今
井
聖

48 46 44 42 50 

石
井
蓄
子
/
栗
林
浩
/
小
久
保
佳
世
子

斎
藤
悦
子
/
さ
た
あ
き
こ
/
柴
田
千
晶

松
野
苑
子
/
藤
崎
幸
恵
/
横
山
崩
月
/
山
下
つ
ば
さ

街
作
家
展
望

68 

大
森

藍
/
紅
葉
栄
子
/
伊
藤
容
子
/
河
野
け
い
子

街
作
家
自
選
十
句

141 

街
十
五
周
年
記
念
俳
句
大
賞
発
表

67 



同
人
作
品
I

同
人
作
品
E

解
放
区
・
自
由
区
作
品
評

街
俳
句
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
(
削
)

同
人
特
別
競
詠
作
品
評

連
載
エ
ッ
セ
イ

わ
た
し
の
中
の
町
(
幻
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ふ
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未
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作
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グ
ィ
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川
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毎
日
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奇
跡
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先
鋒
三
十
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自
由
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空
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見
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加
藤
椴
郁
・
寺
山
修
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俊
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特
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競
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個
性
の
響
き

ポ
ス
ト
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見
え
る
机
よ
り
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一
)

武
州
金
沢
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横
浜
市
金
沢
区
高
舟
台
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花
追
い
人

中
庭

冬
の
杜
若

未
来
区
|
今
井
聖
選

未
来
区
鳥
敵
(
引
)

句
会
の
お
知
ら
せ

今
井
聖

今
井
聖

今
井
聖
撰

紅
葉
栄
子
・
森
島
裕
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北
大
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翼
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栗
林
浩
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田
智
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謙
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山
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右
ヱ
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金
井
文
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・
永
井
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石
井
茜
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森
山
い
ほ
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渡
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伊
草
節
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森
光
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田
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今
井
聖
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ヴ
イ
ジ
プ
ル

〈同∞円切円、開

漕
カヨ

(必)

ず
過

ス
-ア-ア

カ
ヌ

コ
や
指
示
代
名
詞
ば

段
に
旗
手

最
上

犬
犬
犬
入
道
雲

遠
き

5苗
4民
- "  

世
を
歩お

ほ

や
学
ラ

は
し、

て
カユ

チゐ
た
畳 ヤた
み

艇
桜
桃

か
り
言
ふ

ンウる
塩チ夜

庖

た

噴ヤる
し、ウの夜

今
井

忌てだ女丁庖

聖

4  



ネ
ジ
巻
い

色町唐
黍

夜秋
のの日
子の

て
置
く
ネ
ジ
巻
い

三
度
追

者
カヨ

秋
犬

差

す

ひ
だ
ん

の
耳

頭
て〉だ掻

て
置
く
夜
庖

し1ん分

て
カユ

カ
ス

コ乞田
の
らえ

」牢万

らトカヨ

貰
ふ

ロす

る

藁

5  
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街
の
百
句
(
四
季
別
・
順
不
同
)

花駅
ま

鳥
帰 ひ

ら

時
の

で
に
十
人
抜
き

る
し
ん

引
佐
細
江
花
あ

春満藤超春謝
の
水

の 開棚音
月

る

カ3のの波
王

木

ぷ桜下国
覆

万
と
背
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カ3
ぷや
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無
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カ『、、、ふす
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り
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木

怒シJ、ぷ五
濡れと

く孫シ大
ヨ

か
な

有
馬
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伊
草
節
江

け

池
田
義
弘

り
た

池
本
光
子

り
子
犬

井
上
さ
ち

十

年

大
西
龍

な

折
戸
恭
子

る

鵬

川
島
謙
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木
村
厚
子

黄

砂

小
久
保
佳
世
子

.d、
井

イ

聖
撰

6  



衝の首句- + 五周年記念特集I

髪藍春
の寒億

春角し
雨誰電
紙の子

千

コて万
プ

ツ

プ
お
りと

の

ても方

種
を
蒔
く
や
う
に
二
塁
手
グ
ラ
プ

春

耕

や

牛
糞

の
ひ
ら発

火

る

斎
藤
悦
子

7  

ツ

ク

遊

佐
藤
凍
虹

の
中

.J:: 
丈

鈴
木
比
巴
子

の
山

日U
量ロ

初

桜

鈴
木
八
千
代

ト
ス

竹
内
宗
一
郎

す

茸
地

寒

る

明
日
よ
り
は
市
と
な
る
春
田
打
っ
て
を
り

縄えf莱

文の

の
ナ
紙
幣

花

や 穴
に
百
姓

海
か

よ
ら

遠二
人
水

り
来

足る
の

ぬ転

土
屋
み
さ
子

足

西
揮
み
ず
季

z包
自

る
む

袴
田
知
子

校

松
田
佳
津
江

生



r、
JI J' 鵬飛弁アダ
臓花当フ〉〆

月リ の
到

着寄
を開..r.../、

断背

待層
てコ

骨

紫
陽
花
と
海
を
見
に
来

僧

イ呂

てコ人はて

ゐ 田鮪
干、ー本

螺のる
て夏の

増
ゆ

か

8  

落
花
活

で
触
れ

て
友

な

山
下
つ
ば
さ

の
片

食

横
山
秀
雄

カ
の
蓄
積
唇

真
下

大
森

藍

サ

の

初

霞

正

末
次

み
る

石
井
蓄
子

の

伊
藤
容
子

月

加
藤
小
夜
子

涼
し
き
ゃ
版
画
の
木
よ
り
葉
擦
れ
の
音

グ初
ッ
ピ
l

夏

金
井
文
美

の
消
え
て
液
品
テ
レ
ピ
来
る

の

万

人

治宝

同

金
丸
和
代

じ

歌

河
野
け
い
こ



街の百句. 十五周年記念特集 I

百
合

f厚射蟻
す

日蓮骨議牧髪

痛手呈曜池τま'"笠E翠野洗
ののなこ

し
飛
ぶ

日を治宝カ宝先ふ
香髪 酪るF高指ド生珊

舵を
造彼水浜瑚

ら
. &  
1=1 のた

ん
ぽ
ぽ

洗ててコ
口碗の

れ
も

八
ひ女隣

を旦闇
見て子 て月

ゆせ
子の

お供
ーl
 
E
E，J 

葬
式

9  

葛
生
み
も
ざ

の

佐
々
木
啓
介

日
渡

る

佐
々
木
ゆ
き
子

の
繋
毛
曳
き

佐
分
靖
子

子見治宝を
高三包

同
をて笑思

産男りをつひ

み

杉
山
文
子

子

高
橋
健
成

高

ん
可同、ー

高
橋
ま

み

り
ぬ

舘
山
藤
右
ヱ
門

た

た
な
か

瀞

よ

てコ

長
岡
悦
子

てコ



緑
蔭
を
走
る

白
地
被
せ
逝
か
せ

ム衝海炎

立亀天
ムのの

ヲ鼻、-死
の

のや空
ケ

キ
の
や
う
な
靴

10 

のき
頭
カ通

西
村

邑

襲

放
課
後
も
試
験
も
無
く

蕎
麦
殻
の
枕

こ
れ
ほ
ど
恋
ひ
始
む

中と
夏
野

中嶺
の

腰
波

鰻誕
と

秦

鈴
絵

な

藤
崎
幸
恵

々
ら

砂

る

食

ふ

藤
田
春
香

朝て
夏
来
た

の
父

な

古
川
佳
子

る

生

す

南

葉
月

る

矢
野
麦
州

メ弘;z:s; 

.l. 

山
田
富
士
夫

観
て
ゐ
る
と
言
ひ
張
る
父
の
ナ
イ
タ
ー
は

タ

立

の

後

満

席

の

授

山
遺
ゆ
り
え

手L
室

横
山
香
代
子



. 十五周年記念特集 I 街の百句

た ド 寵 鰯 秋 柿 国 兄 田 一一
だ フ 球 の 赤 道 植 角
歩 雲 妹

部 蜂 し 機マ の ー.L..し、 ムL の / ¥  
夫 つ 櫨て 敬 自 向 個ひ

く は 老 線 てコ
散 き

れ 生 組
軟 式 ポ ひ 蝿 変

る 骨 ま み
人 体 の ス か の ..b 

れ し
ゐ 動 椅 を ト る る

の て 木 と -/i¥ -る 物 子 野
良 諾 中 櫨 の き

秋 し 分 角
夜 傾

灯 ま は カ五 裏 夏か 入 産 き
な 下 ふ ず る み な 表 ぬ 鴬

尾
上
恵
子

大
竹
照
子

大
井
正

石
川
場
子

浅
野
糸
江

玉
田
憲
子

黒
中
庭
加
津
昭

井
上

渡
辺
幸
弓

志 正 淳
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知葱秋Jて深鰯観
覧
車

サ月チ
ら植ツ呼-フ高ヨ

ぬフ
日

ド吸
雲

ダ
事
:タニ〆

る和か百平ノて過

き
六
十
路りつのき

移
との

やカ宝と-フるりし

柿
熟

や転りサ嘆づて予

や星をてコ強艮感

る

木
下
は
る
え

12 

畝
の
曲

る
不
満

富
田
は
な
え

鞄ら
Jペミ

ド

院

す

並
木
光
世

ヅ

回
黄
葉

用
夜

西
塚
洋
子

民

と

あ

行

根
尾

信

亡

人
ひ

き横
歩

食
日匝

+目{
VELr 

願

書

半
揮
登
喜
恵

月
夜

松
野
苑
子

漢
J ¥  

森
山
い
ほ
こ

し

や
ま
ね
よ
し
こ

て

レ
ー
ト
匂
ふ
聖
夜
の
ナ

l
ス
来
る

コ

天
野
沙
子



衝の百句. 十五周年記念特集 I

キ4m鰹狐改白
鳥

ゑク'uニ工二ゑ鯨

日たの火キL麗中賞撃

ゐ
ゑ
カヨ

あ

と

や

紐

LE仇

り
の
こ
ぽ

や
与ち

女生 て新 来ノて十』ま
士A山赤を

スせ良E
、

遠
日しき掴

停
し年

新見
共た氷め

宇品
土分

婦
ケ

と
雪井

戸
のばの月 でのし、 日

当
皿

の
流妻の注

犬ひ
日蓋れカヨ雪たを

画

安
藤
尚
子

13 

の
上

石
田
義
風

ゆ

上
回
貴
美
子

く

号|

植

航

田

払

梅
元
あ
き
子

ふ
れ
り

大
類
つ
と
む

射

痕

片
山
い
づ
み

牡

北
大
路

翼

嬬
買

草
野
早
苗

J、
』ア

栗
林

浩

る



恋ジ

ら

し
き

も

の

始
め

の
雪

14 

の

喋

小
泉
ゆ
き
江

シ
ズ
に
雲
の
斑
の
あ
る
暖
炉
か
な

興
相

隆

目
に
見
え
ぬ
猫
が
矩
爆
に
居
る
ご
と
し

飛全

行人

船類

十
二
月
八

除逃術
後

指
雪』アの
車道十狐

十
をのを年壁
罵日

を
過
ぎ

あ照巡
倒らり

月

の
神

し
赤
き

し
夜
汽
車

と
の
葬

す
寒
夜

来

冬
梓

し

映
し
て

毛のの風

斎
藤
絢
子

谷

ノて

さ
た
あ
き
こ

皮
行

柴
田
千
晶

カ3

杉
山
愉

な

要リ
短

瞭

か

竹
中

工
事
灯

田
中

宝

と
抱
く

土
居
恒
二

の
夜
は

中
江
智
子



衝の百句- 十五周年記念特集 I

濯

ぎ

物

風

の

形

凍

り

け

中
村
ノ
ブ
コ

15 

り

テ
ィ
l
バ
ッ
グ
の
糸
よ
り
湯
ざ
め
始
ま
り
ぬ

Jて

ト
ナ
ム
の
青
年
銀
杏
分

け
く

穂
阪
幹
子

れ
し

三
井
澄
子

冬
蒲
公
英
櫨
槙
と
い
ふ
も
の
無
く
な
り
ぬ

古マム雪雪棒
暦ス〉〆達ので
しクク磨橋突
る
し

き
な

』ま

忘

る
る

展

て
裸
木

出
融

て

怪

け

を

去
る

ヤ
マ

く

度

日カ人
百

のあの張
羅

体
ヨu
量ロり迫角茶

紅
葉
栄
子

憶

森

光
葉

カ苫

な
け
り

森
島
裕
雄

り
来
る

横
山
崩
月

立
つ

吉
岡
建
夫

の
家
族

野
宮
猛
夫

毘

犬

西
国
四
万
十

の



毎
日
が
奇
跡
体
験

メ込7  
井
聖

正
岡
子
規
残
後
百
年
を
経
た
頃
、
子
規
に
関
し
て
の
論
議
を
多

く目にした。

一O年
前
の
さ
ま
ざ
ま
の
企
画
を
振
り
返
っ
て
み
た
。

残
後
百
年
と
い
う
記
念
碑
的
な
意
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
子

規
が
俳
句
に
も
た
ら
し
た
写
生
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
の
論
議
も

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
目
を
ひ
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
た
い
。

「俳句研究」二
O
O一
年
一
月
号
、
「
俳
句
発
見
(
一
)
方
法

の
自
覚
」
の
中
で
坪
内
稔
典
氏
は
、
「
写
生
」
に
つ
い
て
、
方
法

と
し
て
の
自
覚
が
失
わ
れ
て
い
る
現
状
を
説
く
。

写
生
を
俳
句
に
持
ち
込
ん
だ
正
岡
子
規
に
お
い
て
は
、
写
生
は

あ
き
ら
か
に
自
覚
さ
れ
た
方
法
だ
っ
た
。
個
人
の
眼
で
対
象
を
と

ら
え
る
方
法
で
あ
り
、
ま
た
、
発
想
や
表
現
の
月
並
み
を
破
る
方

法
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
右
の
コ
ピ
l
(「写生の深化と新化」

を
探
る
と
い
う
よ
う
な
総
合
誌
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
1注
・
今
井
)

に
お
い
て
は
写
生
は
俳
句
の
同
義
語
に
な
っ
て
お
り
、
方
法
と
し

て
の
自
覚
が
消
え
て
い
る
。

同
年
四
月
号
「
俳
句
」
の
「
現
代
俳
句
時
評
」
で
島
田
牙
城
氏

は
、
写
生
と
い
う
語
の
用
い
ら
れ
方
の
暖
昧
さ
を
指
摘
し
、
そ
れ

に
代
わ
る
言
葉
を
見
つ
け
よ
う
と
提
言
す
る
。

〈
我
々
は
写
生
と
い
う
方
法
に
、
剥
ぎ
取
れ
な
い
ほ
ど
の
意
味

を
被
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
(
中
略
)
汲
々
と
写
生
と
い
う
語

に
し
が
み
つ
く
こ
と
は
止
そ
う
で
は
な
い
か
。
「
写
生
」
と
い
う
言

葉
は
、
も
う
十
二
分
に
役
目
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
す
で
に
疲

弊
し
き
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
こ
の
言
葉
を
こ
ね
く
り
回
す
の

は
、
「
写
生
」
の
悲
劇
(
喜
劇
?
)
だ
。
〉

同
年
九
月
号
「
俳
壇
」
で
は
「
正
岡
子
規
の
す
べ
て
」
を
特
集

し
、
そ
の
中
で
坪
内
稔
典
、
夏
井
い
っ
き
、
村
上
護
の
各
氏
が
座

談
会
で
子
規
の
写
生
と
虚
子
の
写
生
の
違
い
を
論
じ
て
い
る
。

ま
た
二
O
O二
年
一
周
号
「
俳
壇
」
の
「
俳
壇
時
評
」
で
は
宮

坂
静
生
氏
が
、
三
氏
の
座
談
会
の
内
容
に
つ
い
て
異
論
を
唱
え
て

いる。写
生
と
い
う
の
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
あ
る
と
理
解
し
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
鼎
談
で
の
坪
内
発
言
に
関
し
て
、
宮
坂
氏

は
、
〈
意
図
は
理
解
で
き
る
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
ば
か

ら
は
、
子
規
が
感
じ
て
い
た
対
象
に
向
か
う
よ
ろ
こ
び
や
と
き
め

き
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
〉
と
し
、
〈
子
規
が
写
生
を
推
し
進
め
た
究

極
は
、
先
人
の
芭
蕉
と
も
後
の
虚
子
と
も
違
う
温
か
く
て
、
崇
高
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
一
言
ロ
葉
に
抵
抗
を
覚
え
る
宮
坂
氏
の
意
見

も
領
け
る
。
子
規
の
秀
句
の
中
に
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
た
世
界
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

「
写
生
」
と
い
う
概
念
が
多
義
に
用
い
ら
れ
て
き
て
、
も
は
や
疲

弊
し
切
っ
て
い
る
と
い
う
島
田
氏
の
意
見
も
よ
く
わ
か
る
。

島
田
氏
と
同
様
の
こ
と
を
感
じ
る
僕
は
、
自
分
の
句
作
り
の
基

盤
と
考
え
る
「
写
生
」
を
「
視
覚
的
描
写
」
と
呼
ん
で
い
る
。

「
写
生
」
と
い
う
の
は
、
「
実
際
の
有
の
ま
ま
を
写
す
」
と
い
う

子
規
の
新
し
い
提
唱
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
「
写
生
」
が
子
規
の
思
っ

て
い
る
よ
う
に
作
品
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
子
規
自
身
の
実
践
を
除

い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
僕
は
思
う
。
否
、
子
規
自
身
で
す

ら
、
あ
の
膨
大
な
句
数
の
ほ
と
ん
ど
は
陳
腐
な
作
品
で
あ
っ
た
。

な
「
精
神
的
な
も
の
」
を
獲
得
し
た
と
考
え
て
い
る
。
〉

と述べる。

そ
れ
ぞ
れ
の
論
に
僕
は
首
肯
で
き
る
。

「
写
生
」
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
坪
内
氏
の
意
見
は
よ
く
わ

か
る
。
そ
も
そ
も
表
現
と
い
う
も
の
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
大
前
提
を
も
ち
だ
す
ま
で
も
な
く
、
「
写
生
」
を
花
鳥

調
詠
と
同
義
語
に
し
た
の
は
虚
子
で
あ
り
、
花
鳥
甑
詠
と
い
う
の

は
、
俳
句
的
情
趣
の
枠
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の

点
だ
け
で
も
花
鳥
甑
詠
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の

理である。

「
写
生
」
は
現
代
で
も
有
効
か
と
い
う
論
点
は
、
子
規
が
方
法
と

し
て
示
し
た
「
写
生
」
は
ど
う
い
う
理
解
を
得
て
、
ど
こ
ま
で
実

践
さ
れ
た
の
か
と
い
う
論
点
に
重
な
っ
て
い
く
。

こ
こ
で
は
僕
の
子
規
理
解
を
示
そ
う
と
思
う
。
僕
の
子
規
理
解

は
、
実
践
的
方
法
と
し
て
の
「
写
生
」
理
解
で
あ
る
。
洋
画
家
中

村
不
折
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
「
写
生
」
が
、
子
規
の
方
法
と
し
て

ひ
と
り
歩
き
を
始
め
た
よ
う
に
、
僕
自
身
の
「
写
生
」
が
新
し
い

方
法
と
し
て
の
意
義
を
も
て
ば
、
そ
の
時
点
で
、
子
規
が
何
を
考

え
何
を
言
っ
た
か
は
さ
し
た
る
意
味
を
持
た
な
く
な
る
。

僕
が
子
規
の
句
の
「
写
生
」
か
ら
受
け
取
る
最
大
の
ヒ
ン
ト
は

「
気
づ
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ひ
と
は
一
日
に
何
万
カ
ッ
ト
も
の
視
覚
的
場
面
に
遭
遇
し
て
い

る。
一
秒
の
う
ち
に
す
ら
、
映
像
は
動
き
、
見
え
る
角
度
は
瞬
時
に

変
化
し
て
ゆ
く
。

「
実
際
の
あ
り
の
ま
ま
を
写
す
」
チ
ャ
ン
ス
は
日
に
何
万
回
も
存

在
す
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
ど
の
カ
ッ
ト
も
「
詩
」
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
厳
密
な
意
味
で
「
詩
」
に
な
る
の
は
新
し
い
カ
ッ
ト
だ

け
で
あ
る
。
新
し
い
カ
ッ
ト
と
は
こ
れ
ま
で
切
り
取
ら
れ
な
か
っ

た
カ
ッ
ト
の
こ
と
。
元
に
な
る
カ
ッ
ト
が
無
数
に
存
在
す
る
の
だ

か
ら
、
新
し
い
カ
ッ
ト
も
ま
た
銀
河
系
の
星
の
よ
う
に
、
尽
き
せ
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ず
存
在
し
て
い
る
。

尽
き
せ
ず
存
在
し
て
い
る
身
辺
の
「
詩
」
に
僕
ら
は
ど
う
し
て

気
づ
か
な
い
の
か
。

そ
れ
は
、
無
限
の
カ
ッ
ト
の
中
か
ら
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
頭

に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
情
趣
に
か
な
う
カ
ッ
ト
だ
け
を
選
択
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

僕
ら
が
俳
句
に
な
る
視
覚
的
風
景
と
し
て
記
寵
し
て
い
る
の

は
、
従
来
美
し
い
と
さ
れ
た
り
、
情
趣
を
も
っ
て
い
る
と
さ
れ
た

り
し
た
カ
ッ
ト
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
は
、
頭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
除
外
し
て
い
る
。
つ

ま
り
見
て
い
る
の
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
頭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
先
入
観
と
呼
ぶ
。
眼
に
入

れ
た
は
ず
の
カ
ッ
ト
の
叩
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
が
記
憶
の
外
に
瞬
時

に
捨
て
ら
れ
て
ゆ
く
。

社
会
的
人
間
と
し
て
の
僕
ら
は
、
環
境
に
影
響
さ
れ
て
自
我
形

成
を
行
う
。
美
し
い
も
の
、
汚
い
も
の
、
詩
に
な
る
風
景
、
な
ら

な
い
風
景
の
判
断
基
準
の
自
動
制
御
が
脳
を
支
配
し
て
い
る
。
自

動
制
御
は
、
社
会
環
境
即
ち
他
者
に
よ
っ
て
「
我
れ
」
の
中
に
据

え
ら
れ
た
も
の
だ
。
自
分
で
意
識
し
て
形
成
し
た
自
分
な
ど
と
い

う
も
の
は
な
い
の
だ
か
ら
。

そ
の
自
動
制
御
を
自
分
で
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
は

奇
跡
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
人
間
を
天
才
と
呼
ぶ
が
、
普
通
の

ひ
と
に
も
自
動
制
御
を
は
ず
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
。

そ
れ
は
自
分
と
風
景
と
の
切
実
な
出
会
い
を
意
識
し
た
瞬
間
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
う
い
う
出
会
い
を
意
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
置
か
れ
た
場
合
、
ひ
と
は
自
動
制
御
か
ら
自
由
に
な

る。
ガ
ラ
ス
戸
の
外
に
据
ゑ
た
る
烏
寵
の
ブ
リ
キ
の
屋
根
に
月
映

る
見
ゆ

小
鹿
に
か
く
れ
て
月
の
見
え
ざ
る
を
ひ
と
目
見
む
と
ゐ
ざ
れ

ど
見
え
ず

照
る
月
の
位
置
か
は
り
け
む
鳥
簡
の
屋
根
に
映
り
し
影
な
く

な
り
ぬ

粛
藤
茂
吉
が
「
短
歌
に
於
け
る
写
生
の
説
」
の
中
で
絶
賛
し
て

い
る
子
規
の
作
品
で
あ
る
。
鳥
寵
の
ブ
リ
キ
の
屋
根
は
、
美
的
で

も
風
流
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
ま
た
、
烏
龍
の
屋
根
に
映
っ
た
月

影
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
特
殊
な
感
興
を
も
た

ら
す
事
象
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
カ
ッ
ト
は
通
常
無
意
識
の

う
ち
に
「
平
凡
」
即
ち
「
美
的
な
ら
ざ
る
も
の
」
と
判
断
さ
れ
、

捨
て
ら
れ
る
何
万
カ
ッ
ト
の
方
に
入
る
。

そ
れ
に
「
気
づ
く
」
こ
と
、
つ
ま
り
頭
の
自
動
制
御
が
は
ず
れ

た
の
は
、
子
規
自
身
の
状
況
の
異
常
さ
に
拠
っ
て
い
る
。

ひ
と
は
眼
と
い
う
窓
を
通
し
て
己
れ
の
存
在
を
確
認
し
て
い

る
。
「
見
え
る
」
こ
と
は
「
生
き
て
い
る
」
こ
と
な
の
だ
。
子
規
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は
自
分
の
少
な
い
余
命
を
意
識
し
た
と
き
、
眼
と
い
う
窓
に
映
る

限
ら
れ
た
空
間
の
カ
ッ
ト
の
中
の
い
く
つ
か
に
、
己
れ
の
生
を
必

死
で
確
認
し
よ
う
す
る
。

対
象
へ
の
己
れ
の
「
生
」
の
投
影
と
い
う
と
、
観
念
的
な
言
い

方
に
思
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
も
う
す
ぐ
こ

の
世
か
ら
消
え
て
い
く
者
の
切
実
で
必
死
な
、
対
象
へ
の
マ
l
キ

ン
グ
(
匂
い
付
け
)
な
の
だ
。

〈
こ
れ
ら
は
正
岡
子
規
の
歌
で
、
一
読
平
淡
な
歌
で
あ
る
が
、
い

か
に
鮮
や
か
に
子
規
の
生
が
写
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
い
か
に

自
然
で
真
実
で
、
あ
く
ど
い
叫
喚
と
自
然
の
故
意
の
修
正
が
な
い

か
、
そ
れ
ら
を
静
か
に
考
え
れ
ば
よ
い
。
さ
う
し
た
ら
写
生
の
味

も
す
こ
し
は
わ
か
っ
て
こ
よ
う
〉

と
茂
吉
が
書
い
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
「
生
が
写
さ
れ
て
い
る
」
は
「
実
相
観
入
」
に
至

る
精
神
論
と
し
て
、
島
田
氏
が
榔
撤
し
て
い
る
。
島
田
氏
は
或
る

意
味
で
は
正
し
い
。
先
入
観
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
は
ず
す
糸
口
、
す

な
わ
ち
視
覚
に
映
る
風
景
と
の
一
回
性
の
出
会
い
を
意
識
す
る
こ

と
が
子
規
の
「
写
生
」
の
本
質
で
あ
る
こ
と
に
、
茂
吉
は
直
感
的

に
は
気
づ
い
て
い
た
が
、
そ
の
「
直
感
」
を
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
〔
実
相
観
入
」
と
い
う
よ
う
な
精
神
論
を
示
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
の
だ
。

瓶
に
さ
す
藤
の
花
ぷ
さ
み
じ
か
け
れ
ば
た
、
み
の
上
に
と
ぜ

か
ざ
り
け
り

も
同
様
。
従
来
の
情
趣
の
設
定
が
な
い
と
「
感
動
」
が
な
い
と
考

え
る
ひ
と
は
こ
の
短
歌
を
鑑
賞
で
き
な
い
。
こ
れ
も
捨
て
去
ら
れ

る
は
ず
の
カ
ッ
ト
の
中
か
ら
「
気
づ
く
」
こ
と
で
拾
い
あ
げ
ら
れ

た
視
点
で
あ
る
。

鶏
頭
の
十
四
五
本
も
あ
り
ぬ
ベ
し

鶏
頭
ノ
マ
ダ
イ
ト
ケ
ナ
キ
野
分
カ
ナ

こ
れ
ら
は
子
規
庵
の
庭
に
咲
い
て
い
る
同
一
の
鶏
顕
で
あ
る
。
こ

の
鶏
頭
が
示
す
も
の
は
、
今
日
の
伝
統
俳
句
の
作
り
方
の
定
番
に

な
っ
て
い
る
「
本
意
」
と
は
ま
っ
た
く
別
の
代
物
で
あ
る
。
こ
の

鶏
頭
は
た
ま
た
ま
子
規
の
寝
て
い
る
位
置
か
ら
視
界
に
入
っ
た
対

象
に
過
ぎ
な
い
。
鳥
寵
の
プ
リ
キ
の
屋
根
と
同
じ
一
カ
ッ
ト
の
切

実
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
そ

の
切
実
さ
の
前
に
は
「
本
意
」
な
ど
作
者
に
と
っ
て
何
の
意
味
も

持
た
な
い
。
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
自
己
の
先
入
観
を
は
ず
し
て

ま
っ
さ
ら
な
眼
で
対
象
を
と
ら
え
る
こ
と
、
そ
こ
に
対
象
と
の
一

回
性
の
出
会
い
が
あ
り
、
自
己
の
生
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
存
在
し
た

のだ。毎
日
瞬
時
瞬
時
に
展
開
す
る
何
万
の
カ
ッ
ト
の
中
の
或
る
ひ
と

つ
を
、
僕
ら
は
「
気
づ
い
て
」
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

こ
の
極
め
て
簡
単
な
、
そ
れ
で
い
て
奇
跡
に
近
い
試
み
の
中

に
、
「
写
生
」
の
可
能
性
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
。
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空
中
を
見
る
叩
号
を
読
む

鴇
田
智
哉

伐
ら
れ
た
る
樹
の
香
の
中
の
花
聾
松
野
苑
子

樹
の
香
の
中
の
、
と
い
う
か
ら
、
こ
の
斉
の
花
は
、
樹
の
に
お
い

の
成
分
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
あ
た
り
に
ち
ら
ち
ら
ち
ら
、
と
広

が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
伐
ら
れ
た
樹
の
生
な
に
お
い
の
中
に
、
そ

れ
と
は
別
の
植
物
が
一
体
と
な
り
、
あ
た
り
の
空
気
に
と
け
こ
ん
で

いる。無
花
果
や
隣
と
閉
じ
チ
ャ
イ
ム
鳴
る
森
山
い
ほ
こ

無
花
果
の
木
と
い
う
も
の
、
そ
の
も
の
は
静
か
で
あ
る
。
そ
し
て

無
花
果
の
実
そ
の
も
の
も
ま
た
、
限
り
な
く
静
か
で
あ
る
。
人
の
よ

う
な
無
花
果
の
実
は
、
人
の
家
で
人
に
食
べ
ら
れ
る
。
こ
の
家
に
自

分
と
い
う
人
が
い
る
よ
う
に
、
隣
の
家
に
も
ま
た
、
だ
れ
か
と
い
う

人
が
い
て
:
:
:
、
な
ど
と
思
っ
て
い
る
と
、
こ
の
家
と
全
く
同
じ
、

聞
き
覚
え
の
あ
る
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。
ぁ
、
同
じ
だ
と
気
づ
く
。

同
じ
で
あ
る
の
に
家
は
二
つ
、
人
も
二
人
。

川
底
に
砂
鉄
の
漉
較
花
の
冷
漉
辺
幸
弓

水
底
に
見
え
る
砂
鉄
の
黒
い
筋
は
、
あ
る
リ
ズ
ム
を
も
っ
た
流
れ

を
な
し
て
曲
が
っ
て
い
る
。
そ
の
曲
が
り
に
沿
っ
て
心
も
、
落
ち
着

い
て
い
く
、
ひ
ん
や
り
と
白
い
花
の
こ
ろ
だ
。

た
わ
い
な
き
吾
が
名
の
由
来
南
風
上
回
貴
美
子

た
わ
い
な
き
、
と
は
い
っ
て
い
る
も
の
の
、
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た

由
来
が
あ
り
そ
う
だ
な
と
感
じ
る
の
は
、
南
風
、
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

名
の
由
来
で
あ
れ
ば
、
い
い
話
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。
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ブ
ラ
イ
ン
ド
の
横
縞
写
る
冷
蔵
庫
梅
元
あ
き
子

つ
る
り
と
し
た
、
き
れ
い
な
電
気
冷
蔵
庫
で
あ
る
。
ま
る
で
模
様

で
あ
る
か
の
よ
う
に
く
っ
き
り
と
写
っ
て
い
る
横
縞
。
夏
の
、
気
持

ちのいい景。

が
が
ん
ぼ
の
リ
ズ
ム
張
り
つ
く
夜
の
体
大
嶋
邦
子

か
く
ん
、
か
く
ん
、
と
障
子
と
か
、
壁
と
か
に
あ
た
っ
て
は
挑
ね

か
え
る
、
あ
の
が
が
ん
ぽ
の
動
き
。
同
じ
部
屋
に
い
る
う
ち
、
い
つ

し
か
そ
の
動
き
に
自
分
が
重
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
張
り
つ
く
、
と

い
う
ほ
ど
に
、
作
者
の
心
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。



- 解放区・自由区作品評

春
空
ヘ
チ
ュ
ー
バ
向
き
を
り
庇
だ
ら
け
片
山
い
づ
み

音
は
空
気
の
震
え
で
あ
る
と
、
頭
は
で
な
く
体
で
わ
か
ら
せ
て
く

れ
る
楽
器
が
チ
ュ
ー
バ
だ
。
春
の
く
す
ん
だ
空
に
深
々
と
響
く

チ
ュ
ー
バ
の
音
。
体
の
鈍
い
と
こ
ろ
へ
ぷ
う
っ
と
響
く
。
春
の
光
を

浴
び
て
い
る
そ
の
胴
体
は
、
よ
く
見
れ
ば
疲
だ
ら
け
。
寂
し
く
も
頼

も
し
い
チ
ュ
ー
バ
の
姿
。

代
田
の
混
胸
ポ
ケ
ッ
ト
の
釦
に
も
寺
田
達
雄

胸
ポ
ケ
ッ
ト
の
釦
、
と
い
う
一
点
を
表
に
出
し
た
こ
と
で
、
人
の

全
体
が
、
そ
し
て
代
田
の
風
景
が
、
広
が
っ
て
く
る
。
シ
ャ
ツ
は

き
っ
と
灰
色
だ
。

水
に
と
け
る
み
く
じ
を
買
う
て
サ
ン
グ
ラ
ス
栗
林
浩

水
に
と
け
る
神
鏡
、
の
こ
と
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
な
ん
に

せ
よ
、
消
え
て
し
ま
う
紙
だ
。
も
ち
ろ
ん
書
か
れ
て
い
た
文
字
と
と

も
に
消
え
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
ん
な
は
か
な
さ
に
、
サ
ン
グ
ラ
ス
が

重
な
る
。
サ
ン
グ
ラ
ス
も
ま
た
、
は
か
な
い
道
具
:
:
:
。

青
葉
し
て
左
側
だ
け
出
る
涙
小
久
保
佳
世
子

目
に
涙
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
、
そ
の
目
の
感
じ
で
わ
か
る
こ
と

が
あ
る
。
自
分
の
目
の
そ
の
片
方
だ
け
、
涙
の
出
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
移
り
変
わ
る
季
節
の
中
、
青
葉
の
ひ
ろ
が
り
の
中
で
、
自
分
の

そ
の
目
の
位
置
が
わ
か
る
。
自
分
の
い
る
こ
と
の
不
思
議
さ
や
頼
り

の
な
さ
は
、
そ
の
位
置
に
あ
る
。

火
星
見
て
菜
の
花
畑
に
猫
と
ゐ
る
杉
山
文
子

菜
の
花
畑
は
、
そ
の
一
帯
の
す
べ
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ほ
か
に

何
も
な
い
菜
の
花
畑
の
空
間
と
い
う
こ
と
。
そ
の
空
間
に
一
つ
の
赤

い
点
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
火
星
だ
。
猫
は
半
分
人
の
よ
う
で
、
自
分

の
そ
ば
に
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
特
別
な
夜
な
の
だ
。

掴
め
さ
う
な
飛
行
機
並
び
梅
雨
に
入
る
石
井

こ
れ
っ
て
、
こ
ん
な
大
き
さ
だ
っ
た
つ
け
。
と
か
、
思
っ
た
よ
り

も
な
ん
だ
か
小
さ
い
な
、
と
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
建
物
と
か
、

乗
り
物
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
梅
雨
に
入
る
、
で
そ
の
感
覚
を
納

得
さ
せ
て
く
れ
た
。

自
樹
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空
中
に
蛇
の
目
の
あ
る
順
路
か
な
金
丸
和
代

順
路
、
と
い
う
も
の
は
空
中
に
あ
る
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ

は
勘
の
よ
う
な
も
の
で
、
つ
ま
り
、
ひ
と
り
で
に
そ
ち
ら
へ
と
体
が

進
ん
で
い
く
よ
う
な
性
質
の
も
の
だ
。
な
ぜ
そ
ち
ら
へ
と
進
ん
で
ゆ

く
の
か
。
矢
印
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
空
中
の
蛇
の
目

が
、
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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未
来
区
烏
撒
(九一)

今
井
聖

膏
時
雨
姫
と
害
か
れ
し
外
周
圭

姫
と
い
う
文
字
を
意
外
な
と
こ
ろ
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
言

葉
は
思
い
も
よ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
脈
々
と
生
き
て
い
る
。
下
ネ
タ
の

笑
い
オ
チ
な
ど
で
は
な
く
田
舎
の
片
隅
で
現
代
に
生
き
て
い
る
言
葉

の
真
面
目
な
採
取
の
句
で
あ
る
。

田
中

投
函
の
あ
と
の
空
っ
ぽ
相
の
花
井
上
郁
代

投
函
の
あ
と
何
が
空
っ
ぽ
に
な
る
の
か
。
自
分
で
あ
る
。
投
函
の

あ
と
の
ホ
ッ
と
し
た
感
じ
が
桐
の
花
に
触
発
さ
れ
て
よ
く
出
て
い

る。

- 未来区高殿

食
ぷ
る
不
安
食
べ
ぬ
無
念
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
文
枝

原
発
関
連
の
句
で
は
な
か
ろ
う
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
こ
と
で
は
な
い

坂
東

か
。
そ
れ
に
し
て
も
ミ
ニ
ト
マ
ト
く
ら
い
で
カ
ロ
リ
ー
計
算
か
と
思

う
が
、
日
常
の
積
み
重
ね
が
体
重
減
少
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
そ
の

気
持
を
笑
え
な
い
。

燕
の
如
き
ラ
イ
バ
ル
か
つ
て
ゐ
し
舘
山
藤
右
ヱ
門

こ
の
句
の
場
合
、
燕
は
っ
ぽ
く
る
と
読
む
。
か
つ
て
の
ラ
イ
バ
ル

を
身
が
締
ま
っ
て
俊
敏
な
燕
に
喰
え
た
。
ラ
イ
バ
ル
讃
と
い
っ
て
も

い
い
。
好
敵
手
と
言
い
換
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
。

ラ
イ
バ
ル
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
と
き
の
自
分
も
肯
定
し
な

が
ら
回
顧
し
て
い
る
。
奥
行
の
あ
る
句
で
あ
る
。
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海
紅
く
し
て
朝
顔
の
し
ぼ
み
け
り
山
下
つ
ば
さ

「
し
ぼ
み
け
り
」
で
句
が
終
る
か
ら
こ
こ
が
こ
の
句
の
核
。
テ
ー
マ

は
何
か
苦
々
し
さ
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。
海
の
紅
は
赤
潮
か
朝
焼

か
。
こ
こ
に
は
何
か
倦
怠
感
の
よ
う
な
気
分
が
あ
る
。
こ
の
作
者
の

今
回
の
ど
の
句
に
も
そ
う
い
う
気
分
が
見
え
る
。

七
月
の
鳳
の
重
さ
を
測
り
ゐ
る
大
塚
俊
子

普
段
だ
と
七
月
が
た
だ
の
ム
ー
ド
に
見
え
る
。
今
は
風
が
運
ん
で

く
る
も
の
を
考
え
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
の
句
、

時
事
的
な
句
と
言
え
る
。
作
者
が
掛
川
在
で
あ
る
と
知
れ
ば
な
お
さ



らのこと。
表
札
の
か
す
か
に
読
め
る
蓄
積
の
門
永
井
美
智
子

薄
れ
て
読
み
に
く
い
と
い
う
角
度
よ
り
か
す
か
に
読
め
る
と
言
っ

た
方
が
表
現
が
積
極
的
に
な
り
見
て
い
る
文
字
が
際
立
っ
て
く
る
感

じ
が
あ
る
。
蓄
積
に
固
ま
れ
た
夏
館
の
風
情
で
あ
る
。

紫
の
花
の
み
束
ね
梅
雨
の
町
木
下
は
る
え

梅
雨
の
町
の
中
で
紫
色
の
花
束
を
抱
い
て
い
る
。
花
の
名
前
も
花

束
を
持
つ
理
由
も
言
わ
な
い
。
た
だ
梅
雨
の
空
間
と
紫
と
の
対
照
。

そ
れ
だ
け
で
俳
句
は
必
要
十
分
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。

メ
ロ
ン
載
っ
て
王
妃
の
餐
の
ご
と
灯
す
小
峰
八
重
子

メ
ロ
ン
を
食
べ
る
こ
と
で
こ
ん
な
に
お
し
ゃ
れ
な
思
い
に
な
れ
る

と
は
ほ
ん
と
う
に
童
心
の
所
産
で
あ
る
。
作
者
は
メ
ロ
ン
を
大
好
き

な
の
だ
。
そ
れ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

救
急
車
洗
は
れ
て
ゐ
て
空
高
し
長
野
一
実

白
と
青
の
対
照
。
こ
れ
も
色
彩
の
句
だ
。
救
急
車
の
意
味
は
こ
の

句
の
意
図
の
外
。

羅
や
町
名
で
呼
ぶ
師
匠
名
宮
田
絵
里

神
保
町
の
、
宝
町
の
、
町
の
下
に
「
の
」
を
つ
け
て
呼
ぶ
の
だ
ろ

う
。
ヤ
ク
ザ
映
画
で
も
こ
ん
な
感
じ
。
ち
ょ
っ
と
粋
で
カ
ッ
コ
い

-uw 俳
誌
の
主
宰
は
雑
誌
の
名
前
で
呼
ば
れ
た
ら
ど
う
か
。
「
街
の
」

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
」
な
ん
ち
ゃ
っ
て
。

醸
雨
二
度
通
過
点
滴
畳
く
る
聞
に
根
尾
信

一
時
間
程
度
だ
ろ
う
か
。
点
滴
が
終
る
ま
で
に
醸
雨
が
二
度
通
り

す
ぎ
た
。
自
然
と
肉
体
と
の
関
り
が
切
な
い
状
況
で
生
か
さ
れ
て
い

る。
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猛
暑
の
日
南
ス
Iダ
ン
独
立
す
太
田
亮
子

南
ス
1ダ
ン
と
い
う
国
の
独
立
を
初
め
て
知
っ
た
。
独
立
の
燃
え

立
つ
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
猛
暑
の
日
と
重
な
っ
て
強
烈
な
一
句
と

なった。海
鳴
り
や
月
の
丸
み
の
膝
小
僧
川
島
謙
一

膝
小
僧
の
丸
み
を
用
に
喰
え
た
の
は
新
鮮
。
考
え
て
み
れ
ば
半
月

板
と
い
う
言
葉
も
あ
る
の
だ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
あ
る
の
だ
ろ

う
が
。
海
鳴
り
と
併
せ
る
こ
と
で
青
春
回
顧
、
郷
愁
の
一
句
と
な
っ



- 未来区烏敵

た

向
日
葵
の
空
の
下
な
る
難
破
船
前
塚

童
話
の
よ
う
な
物
語
が
始
ま
る
句
。
ま
ず
童
心
が
あ
っ
て
こ
ん
な

句
が
生
ま
れ
る
。

嘉

そ
よ
風
や
ミ
フ
ァ
ソ
ミ
フ
ア
ソ
と
盲
目
紅

軽
い
口
調
の
句
。
百
日
紅
が
も
っ
て
い
る
感
じ
を
ソ
フ
ト
に
演
出

した。

井
上
さ
ち

狸
出
て
消
ゆ
真
夏
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
佑

都
市
部
の
大
学
が
手
狭
に
な
り
地
方
に
移
動
す
る
と
こ
う
い
う
風

景
が
現
れ
る
。
動
物
に
と
っ
て
の
自
然
環
境
の
変
化
な
ど
を
思
う
と

楽
し
く
て
ち
ょ
っ
と
哀
し
い
風
景
で
は
あ
る
。

真
弓

蛇
の
ご
と
手
を
す
べ
り
ゆ
く
岩
清
水

水
の
遊
り
を
蛇
に
喰
え
た
の
は
新
鮮
。

ス
ト
ラ
か
く
語
り
き
』
を
思
っ
た
。

月
人

東

一1チ
ェ
の
『
ヅ
ア
ラ
ツ

緑
蔭
に
ヨ
ガ
太
極
拳
ス
ク
ワ
ッ
ト
中
村
町
子

朝
、
公
園
に
行
く
と
多
く
の
人
が
思
い
思
い
に
運
動
を
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
風
景
を
詠
ん
だ
。
み
な
健
康
を
願
っ
て
い
る
。
し
か

し
い
つ
か
は
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
。
死
ぬ
ま
で
は
迷
惑
が
か
か
ら
ぬ

程
度
に
健
康
に
と
い
う
願
い
。
ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
と
言
う
の
は
最
近

多
く
耳
に
す
る
言
葉
だ
。

魂
抜
け
の
木
偶
の
ご
と
く
に
熱
帯
夜
畠
山

魂
抜
け
の
木
偶
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。
熱
帯
夜
の
ど
う
に
も

な
ら
な
い
放
心
の
態
を
言
い
得
て
い
る
。

尚

青
梅
三
つ
ま
ま
ご
と
の
デ
ザ
ー
ト
に
神
谷
幸
代

素
直
な
句
。
デ
ザ
ー
ト
が
あ
る
と
は
豪
華
な
ま
ま
ご
と
で
は
あ

る。
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茅
の
輪
か
ら
ひ
と
す
ぢ
抜
い
て
病
む
人
に
鈴
木
か
つ
子

そ
う
か
、
こ
ん
な
配
慮
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
せ
る
。
作
者
の
こ

こ
ろ
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

ガ
ス
レ
ン
ジ
一
日
使
は
ず
胡
瓜
も
み
中
田
ミ
チ
コ

家
に
居
て
三
食
食
べ
て
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
を
一
日
使
わ
な
い
日
が
あ
る

の
だ
。
い
た
だ
く
側
か
ら
言
う
と
胡
瓜
も
み
の
胡
瓜
も
い
い
し
、
そ

ん
な
食
事
の
一
日
が
あ
る
の
も
魅
力
。
作
る
側
は
大
変
な
の
か
な
。



鈴
な
り
の
李
の
木
ま
で
里
山
な
り
萩
回
線

里
山
の
起
点
が
李
の
木
で
あ
る
と
い
う
発
想
が
独
特
。
機
智
だ
が

現
実
の
「
も
の
」
に
即
し
た
把
握
と
な
っ
て
い
る
。

駈
醐
踏
め
ば
蛇
と
な
り
た
り
原
子
の
灯
富
津
政
行

放
射
能
の
せ
い
で
昆
虫
が
巨
大
に
な
っ
た
島
と
い
う
映
画
が
あ
っ

た
よ
う
に
-
記
憶
し
て
い
る
。
組
制
が
た
ち
ま
ち
蛇
に
な
る
の
も
同
じ

発
想
。
あ
な
が
ち
空
想
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
現
実
が
怖
ろ
し

、。BUW 
桜
か
ら
離
れ
る
湯
か
ら
上
る
加
高
安
春
蘭

桜
の
下
に
い
る
と
上
気
し
て
ま
る
で
湯
の
中
に
い
る
気
分
。
離
れ

る
と
湯
か
ら
上
っ
た
気
分
だ
と
い
う
句
。
桜
の
絢
燭
な
様
子
が
捉
え

ら
れ
て
い
る
。

今
月
か
ら
未
来
区
に
新
人
の
方
が
増
え
た
。
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

街
は
年
齢
や
句
歴
を
俳
句
の
評
価
に
入
れ
な
い
。
そ
の
と
き
そ
の
一

句
が
勝
負
で
あ
る
。
僕
は
中
学
生
の
と
き
に
俳
句
を
始
め
た
。
若
い

方
は
感
性
が
鋭
い
ね
な
ど
と
年
配
の
方
に
言
わ
れ
る
と
技
術
だ
っ
て

あ
な
た
に
は
負
け
ま
せ
ん
よ
と
返
し
た
。
失
敗
を
怖
れ
る
消
極
性
だ

け
が
創
作
者
を
ダ
メ
に
す
る
。
冒
険
心
や
挑
戦
の
気
持
だ
け
が
道
を

切
り
拓
く
。
ベ
テ
ラ
ン
も
初
心
者
も
主
宰
も
同
じ
土
俵
で
が
っ
ぷ
り

四つだ。
他
に
惹
か
れ
た
句

生
家
と
は
索
足
で
正
座
す
る
と
こ
ろ

首
筋
を
真
黒
に
焼
き
夫
婦
る

率
直
で
あ
り
し
姑
と
こ
ろ
で
ん

夏
暁
の
頬
に
触
れ
た
る
猫
の
鼻

か
き
氷
天
然
水
と
品
書
き
に

緑
な
す
東
西
パ
ス
は
貫
き
て

自
に
替
へ
ま
た
零
か
ら
の
レ
l
ス
編
み

び
い
ど
ろ
や
天
香
具
山
み
え
て
く
る

翼
電
の
骨
の
ご
と
く
に
夜
の
新
樹

救
急
車
洗
は
れ
て
ゐ
て
空
高
し

紫
陽
花
や
竜
の
口
よ
り
伏
流
水

葛
菓
子
の
や
う
に
固
ま
り
海
月
の
死

オ
プ
シ
ョ
ン
の
飽
が
一
つ
夫
婦
旅

森
光
葉

富
田
は
な
え

神
尾
紅
美

金
井
文
美

葛
生
み
も
ざ

加
藤
小
夜
子

吉
永
奥
子

袴
田
知
子

伊
藤
早
苗

長
野
一
実

平
田
海
苔
子

岡
田
と
く
子

佐
々
木
啓
介
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図
固

-
街
十
五
周
年
記
念
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
特
集

「
俳
句
進
化
論
」
の
鼎
談
に
は
高
山
れ
お
な
氏
を

お
迎
え
し
、
俳
句
の
現
在
と
過
去
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
を
広
い
視
野
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
お
忙
し
い
中
、
横
浜
ま
で
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
街
の
百
句
」
は
創
刊
か
ら
今
日
ま
で
の
街
宣
言

の
一
つ
の
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
新

し
い
街
宣
言
の
元
に
私
た
ち
も
進
化
し
続
け
て
ゆ

き
た
い
で
す
。
「
私
た
ち
の
俳
句
よ
!
」
こ
の
愛
の

言
葉
を
新
街
宣
言
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。

表
紙
は
今
回
も
茸
地
寒
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で

す
。
自
選
十
句
の
カ
ッ
ト
は
安
藤
尚
子
さ
ん
、
お

二
人
と
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
園
田
)

-
ず
っ
し
り
と
厚
い
記
念
号
で
す
。
特
集
「
俳
句

進
化
論
」
の
評
論
を
、
友
岡
子
郷
氏
、
中
岡
毅
雄

氏
、
依
光
陽
子
氏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
で
論
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
俳
句
と
は
何
か
を
考
え
る
契
機
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

同
人
作
品
評
は
今
号
か
ら
三
回
に
亘
り
、
「
雲
」

編
集
長
の
鴇
田
智
哉
氏
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

「
空
中
を
見
る
」
と
い
う
魅
力
的
な
タ
イ
ト
ル
で
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

街
の
百
句
、
会
員
の
自
選
十
句
は
壮
観
で
す
。

ま
た
、
街
十
五
周
年
記
念
俳
句
大
賞
に
は
、
何
と

七
十
二
編
も
の
応
募
が
あ
り
(
速
報
町
頁
)
、
街
の

仲
間
の
俳
句
に
対
す
る
情
熱
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
街
十
五
周
年
の
今
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
大

変
な
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
へ
進
む
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
原
初
の
感
覚
を
基
点
に
「
街
」
と
い
う

翼
を
ひ
ろ
げ
て
。
(
苑
)

-
人
間
の
十
五
歳
と
結
社
の
十
五
周
年
を
同
じ
よ

う
に
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
新
し
く
な
っ

た
「
街
宣
言
」
に
創
刊
か
ら
十
五
年
経
っ
た
「
街
」

の
年
齢
を
思
い
ま
す
。
以
前
の
「
街
宣
言
」
が
い

わ
ば
高
ら
か
な
産
声
だ
と
し
た
ら
、
今
回
の
「
街

宣
言
」
に
は
変
声
さ
れ
た
よ
う
な
語
勢
が
あ
り
、

培
っ
て
き
た
「
街
」
俳
句
を
更
に
鍛
え
る
覚
倍
の

ト
1
ン
を
感
じ
ま
し
た
。
記
念
号
の
テ
l
マは

「
俳
句
進
化
論
」
。
こ
れ
も
ま
た
難
し
い
テ
l
マ

で
あ
り
、
だ
か
ら
逆
に
挑
み
甲
斐
の
あ
る
テ
l
マ

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
3
・
日
と
歴
史
に
刻

ま
れ
る
厳
し
い
年
に
十
五
歳
に
な
っ
た
「
街
」
の

健
康
を
心
か
ら
喜
び
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。(佳)
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